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世界と日本のＣＳＲの流れ

当社の取り組み（ＩＴソリューション提供）

環境・社会的課題

環　

境

社　

会

当社の取組み事例

リスクへの対応

災害、過失、人災等に
よるリスク対応

市民の安心・安全

医療／製薬分野

金融分野

流通分野

行政分野

メディア分野

建設分野

交通分野

ＩＴの安心・安全

企業のセキュリティ

環境保全

地球環境の保全

環境行政の推進

環境経営の実現

地震の揺れを事前に知らせる緊急地震速報システムや緊急連絡・安否確認システム等、
さまざまなリスクに対応する事業継続ソリューション� （AlertStation EQ, ディザスタリカバリ 等）

新薬開発を支援する医薬品の安全管理支援システムや医療の情報分析支援システム
� （パーシヴ, PostMa, Medical Cabinet）

信用情報の機密性／正確性を向上させる金融ソリューション� （@Lease, FIRST）

企業間の電子取引を支援する企業間ＥＣサービス� （Trade Front）

市民サービスの質向上を図る電子自治体ソリューション�（上下水道料金管理システム）、（放置自転車管理システム）

ニュース番組／選挙速報／気象情報などを支援する報道情報システム
� （報道情報システム, 選挙システム, 気象情報システム）

ビルや道路の強度設計を解析する土木・住宅ソリューション� （FCENA）

バスダイヤの編成・運行を助ける運輸・交通ソリューション� （DiaFriend PLAN, PLAMROAD）

サーバ／ＰＣで共通して使えるデータ送受信の標準暗号化ツールや内部情報漏洩対策システム
� （COMPLOCK, CWAT, メールセキュリティASPサービス, セキュリティ認証取得支援 等）

地球観測衛星のオゾン層破壊等の地球環境観測データ解析システム� （VEWSPECT, EXPIA 等）

大気／水質汚染等の監視システム、廃棄物／化学物資の管理システム�（e-FEINS, CLENALIFE, PRTR管理 等）

環境パフォーマンス管理、環境会計、LCA支援システム�（SLIMOFFICE, EVERSLIM, EMSコンサル 等）

※　COP/MOP：Conference of the Parties / Meeting of the Parties
COPとは地球サミット（'92年）で採択された「気候変動枠組条約（地球温暖化防止条約）」の締約国会議。’05年の京都議定書発効によって、COPの中に議
定書システムについての審査などを行うMOP（締約国会合）がもたれ、COP/MOPとして開催されることになった。

ヨハネスブルク
サミット('02)

地球サミット('92)
(リオデジャネイロ)

COP3 ('97)(京都)

ISO14001発行('96)

ユーロ円卓会議の
企業行動指針('94)

国連グローバル
コンパクト('00)

GRIガイドライン
('00/'02改訂)

プライバシーマーク
('06改訂)

GRIガイドライン
('06改訂)第3版

地球温暖化防止
行動計画('90)

公害対策基本法
('67)

環境基本法('93)

環境庁設置('71)

国連人間 環境会議
('72)(ストックホルム)

OECD多国籍企業
ガイドライン('76/'00)

京都議定書
発効('05)

EU RoHS
指令('06)

ISO27001発行('05)
ISO20000発行('05)

COP/MOP1～COP/
MOP2 ('05～'06)※

COP6～COP10
 ('00～'04)

環型社会形成基本法('00)
廃棄物処理法改正('00),容器包装リサイクル法('00)

グリーン購入法('01),食品リサイクル法('01)
家電リサイクル法('01),資源有効利用促進法('01)
自動車リサイクル法('02),建設リサイクル法('02) 日本版SOX法('08～)

環境省設置('01)

新会社法('06)

個人情報保護法('05)

SOX法(米国)('02)

1970年代(規制行政)
～1980年代(未然防止)
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界
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動
向

日
本
の
動
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1990年代(地球規模) 2000年代（環境経営～サステナブル経営）

当社は、社会の発展や環境保全に貢献するために、システムインテグレーションサービス、アウトソーシングサービス、Ｗｅｂサ

ービスなど情報システムに関する最適なソリューションを提供しております。


